
平成 30年 11 月 30 日 

小田原市長 加藤 憲一 様 

小田原市立病院再整備基本構想策定検討委員会 

委員長 渡邊 清治 

 

小田原市立病院再整備基本構想について（答申） 

平成 30年 6月 14日付け経管第27号で諮問のあった小田原市立病院再整備基本構想につい

て、本委員会において慎重に検討・議論を重ねた結果、別紙のとおり基本構想案を取りまと

めましたので、下記のとおり本委員会の意見を付して答申します。 

 今後、市立病院再整備事業を進めるにあたっては、本答申を踏まえていただくよう切に  

希望します。 

 

記 

 

１ 引き続き、県西二次保健医療圏における基幹病院として、高度急性期、急性期医療を中

心とした医療に加えて、救急・小児・周産期医療、がん対策医療といった公立病院に期待

される医療を提供し、地域の住民が安心できる医療を守ること。 

 

２ 大規模地震等の災害時において、災害拠点病院として機能を発揮できる病院とするよう

努めること。 

 

３ 現病院における 1 床あたり延床面積が非常に狭くなっており、急性期医療の提供に支障

をきたしていることから、病院の再整備にあたっては改善するよう努めること。 

 

４ 引き続き、医師会、歯科医師会、薬剤師会を始めとした地域の医療関係機関等と地域医

療連携の関係強化を図るとともに、地域包括ケアシステムの構築に寄与すること。 

 

５ 整備手法を決定するにあたっては、現病院建物の状況に鑑み、整備期間を短縮すること

ができ、費用を最小限とすることができるよう十分検討すること。 

 

６ 建替え後の新病院においても持続可能な病院経営ができるよう経営改善に努めること。 

 

７ 来院する患者等のアクセス向上のための方策を検討すること。 

 

８ 引き続き、患者に信頼される病院となるよう整備することはもとより、人材確保等の観

点から医療従事者が働きやすい環境となるよう整備すること。 



開催経過 

開催回数 開催日 議 題 

第１回 
平成 30（2018）年 

6 月 14 日 

・委員長及び副委員長の選出 

・諮問 

・会議の傍聴について 

・小田原市立病院の概要について 

・小田原市立病院再整備事業について 

第２回 
平成 30（2018）年 

7 月 19 日 
・小田原市立病院再整備基本構想（案）について 

第３回 
平成 30（2018）年 

8 月 20 日 

・小田原市立病院再整備基本構想（案）（１章～3

章）について 

・小田原市立病院再整備基本構想（案）（4 章～5

章）について 

第４回 
平成 30（2018）年 

11 月 12 日 

・小田原市立病院再整備基本構想（案）について 

・答申について 

 

 

 

  



委員名簿 

氏 名 役 職 名 選出区分 

齋藤 昌久 小田原薬剤師会 理事 

小田原市立病院 

運営審議会の委員 

杉田 輝地 小田原医師会病院会 代表 

砂田 好至子 元小田原循環器病院 理事・看護部相談役 

河野 孝栄 小田原歯科医師会 会長 

◎渡邊 清治 小田原医師会 会長 

八ッ橋 良三 神奈川県小田原保健福祉事務所長 

秋山 道江 健康おだわら普及員連絡会長 

市川 昭維子 小田原市民生委員児童委員協議会 

〇木村 秀昭 小田原市自治会総連合 会長 

猪口 貞樹 
東海大学医学部教授 

東海大学附属病院高度救命救急センター所長 
学識経験者 

岩堀 幸司 NPO 医療施設近代化センター常務理事 

小宮 邦雄  

公募市民 

髙橋 是久  

※◎は委員長、〇は副委員長 

 

 

 

 


